
 

概要

回 月/日(曜) 会　場 学習内容 講師名(敬称略)

1 4/13(土) 川崎地域の特徴と歴史（中世まで） 法政大学第二中・高等学校育友会教育研究所所長　大庭　乾一

2 4/20(土) つながる川崎（東海道と二ヶ領用水） 日本地名研究所研究員　　　　　菊地　恒雄

3 4/27(土) 多摩川との闘い（明治・大正時代） アミガサ事件100年の会書記　　　　関崎益男

4 5/11(土) 川崎市の誕生と現市域の確定 大正大学准教授　　　　松本洋幸

5 5/18(土) 沿海地域の埋めて立てと工業都市川崎の形成 神奈川県立歴史博物館館長　　　　望月　一樹

6 5/25(土) 川崎市域の農業と漁業の発展 京浜歴史科学研究会会員　　大湖　賢一

7 6/1(土) 川崎の発展における光と影 東部62部隊を語り継ぐ会代表　　　　　　　大泉　雄彦

8 6/8(土) 『軍産複合都市』成立の背景―川崎と軍隊との関係を中心に 横浜都市発展記念館首席調査研究員　　　　吉田　律人

9 6/15(土) 高度成長期の光と影―革新市政の取り組み 川崎地方自治研究センター主任研究員　　　　　大矢野　修

10 7/6(土) 川崎市域の鉄道とベッドタウン化 法政大学講師　　　　　　中川　洋

11 7/13(土) 文化の香り輝く川崎の成立とこれから 川崎地域史研究会　　　　川﨑　晶子

12 7/20(土) 東京の１万年史と川崎 國學院大学教授　　　　吉見　俊哉

連絡

事項
初回(4/13)はコーディネーターの先生の話と事務連絡があります。10時までにお集まりください。

講座

20

これまでの川崎　これからの川崎         　　　　　　　     　　　　　　　　　 【川崎市市制100周年記念講座】

【定員】144名　　　【受講料】 ２年会員13,380円　　１年会員15,060円　　聴講生20,080円

『川崎学』　　歴史（川崎学）   　　【時間】 毎回10時30分～12時00分（計12回）

市制100年を迎えた川崎市。川崎がどのような歩みをしながら、現在に至ったのか。そして、これからの川崎はどのような歩みをしようとしているのか。川崎の歴史を語るだけでなく、今後、将来の

川崎も合わせて考えます。

川崎市

生涯学習

プラザ


